
巨木が林立する神域の森 

穴門山の社叢 

指定区分 県指定天然記念物

読みかた あなとやまのしゃそう

所在地 高梁市川上町高山市

指定年月日 昭和31年4月1日

解説

標高450mにある穴門山神社の境内約
10haの中に周囲3m以上の巨木が林立し
ており、まさに神域の森である。自生植物
に珍奇種が多く、ウスバアザミの自生地と
しても貴重である。洞穴、清水、褶曲断層
絶壁等があり、奇勝に富んでいる。

アクセス方法 高梁駅から車で50分

公開状況 自由

設備

【Ｐ】普通車20台程度

備考



していくぶん
（指定区分）

県指定天然記念物

ぶんかざいめい
（文化財名）

穴門山の社叢

よみかた あなとやまのしゃそう

しょざいち
（所在地）

高梁市川上町高山市

していしたひ
（指定した日）

昭和31年4月1日

せつめい

穴門山神社（あなとやまじんじゃ）の境内
（けいだい）に大きな木が生（お）い茂（し
げ）っています。自然（しぜん）に生えた植
物（しょくぶつ）には珍（めずら）しい種類
（しゅるい）もたくさんあります。鍾乳洞（しょ
うにゅうどう）などもあります。

きっずページ


